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２    おける取組三重県における取組の現状と課題    

    

取り巻く状（１）本県を取り巻く状況    

グローバル化の視点から本県の特徴を見てみると、まず、県内総人口に占める外

国人の割合が全国的に見ても高いことから、子どもから社会人に至る幅広い世代で、

異なる文化・伝統に触れる機会が得られやすい状況にあり、ＮＰＯ、経済団体、行

政等のさまざまな主体が連携して、多文化共生社会づくりに取り組む必要がある。 

また、産業面では、人口減少社会の到来、国内需要の減退等により、国内市場の

大幅な伸びは今後期待できない中、県内製造業の海外展開の取組は、他県に比べ

全般的に低くなっている。三重県経済の強じんで多様な産業構造の構築には、国際

展開が喫緊の課題となっており、グローバル人材の育成が必要不可欠である。 

観光面では、平成２５年の神宮式年遷宮、平成２６年の熊野古道世界遺産登録

１０周年により、本県への注目が高まる好機を迎える中、世界に誇る観光資源で

ある海女や忍者を含め、本県の魅力を国内外に発信していく必要がある。 

教育面では、国において、初等中等教育段階からグローバル人材を育成するため、

英語教育の抜本的な強化に向けて取組が進められているところである。グローバル

化が加速する社会の中にあっては、豊かな語学力・コミュニケーション力や異文化

体験を身につけ、広い視野と挑戦する意欲を持って、それぞれの地域、さらには

国際的な舞台で活躍できる人づくりを継続的に行っていくことが急務である。 

 

力力（２）３つの力（２）３つの力についてについてについてについての現状と課題の現状と課題    

（ア）主として「主体性」及び「共育力」育成について 

〇 海外での事業展開をめざす経営者や次世代経営者にとって、グローバルビジネ

スに必要なスキル・知識等が求められており、より実践的に学ぶ機会が必要であ

る。また、国際競争を勝ち抜くために必要となる新たな技術や専門的知識等を身

につけた人材の育成を推進する必要がある。 

〇 農林水産物等の輸出入の拡大や諸外国との人材交流の進展など、グローバル化

に対応できる農林水産事業者の育成に取り組むとともに、農林水産業への就労

希望者等に対して、海外展開も視野に入れた知識や技能の習得を進めていく必要

がある。 

〇 子どもたちに自立する力と共に生きる力を育成することを目指して、「みえの

学力向上県民運動」（平成２４年度～平成２７年度）がスタートしているが、

グローバル社会で求められる力を育成する観点からの取組を具体化していく

必要がある。特に「将来の夢や目標をもち、失敗をおそれず挑戦する子ども」を

育てていくため、チャレンジ精神や「志」の育成を図るとともに、社会的・職業

的自立に向けて必要な力の育成に取り組んでいく必要がある。 
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〇 目的意識の向上や郷土に対する誇り・愛情等の涵養をめざし、体系的なキャリ

ア教育や、郷土教育・道徳教育のための教材づくり等を進めている。今後は、

従来の取組に加え、課題解決力や発信力を含むコミュニケーション力の育成を

より進めていく必要があるとともに、これを基礎とした異文化理解の促進、さら

には、将来を担う若者同士の絆と向上心を高めていく必要がある。 

〇 多文化共生社会の実現や国際貢献の推進者として、多様な主体を対象に国際理

解研修や啓発事業を実施している。今後は、さらに異文化の理解、多文化共生を

促進するため、他国の文化等の情報発信や、多様な生活スタイルや考え方を体験

的に学習できる場づくりに取り組む必要がある。 

 

（イ）主として「語学力」育成について 

〇 小学校では外国語活動が実施されているが、指導内容や指導方法が十分に確立

されているわけではない。早い段階からの外国語教育の充実が喫緊の課題となる

中、小学校における外国語活動の指導方策の充実に向けた研究等を進める必要が

ある。 

○ 英語学習で養うべき「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の

４つの領域のうち、中学校では、「聞くこと」「話すこと」の活動が以前より

活発に行われている傾向がある一方、高等学校では、「読むこと」「書くこと」

が中心の学習となっている傾向がある。読んだことをもとに書く、聞いたことを

もとに話すなど、４つの領域の言語活動を有機的に関連付けつつ総合的に学習

するとともに、小学校・中学校・高等学校の系統性も意識した英語学習の方策の

構築や、教員の英語運用力・指導の専門性の向上を図る必要がある。 

○ 中学校においては、英語の必要性を感じているものの、学年が進むにつれて

英語が好きな生徒が減少する傾向が見られることから、ＡＬＴ

※

やＩＣＴ機器

などを積極的に活用し、日常的に英語にふれる機会を増やすなど、授業時間外も

含めた英語の使用環境を創出・拡大する必要がある。 

 特に高等学校においては、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図る中

で、職業系専門学科も含めて、英語力向上に向けた取組を進める必要がある。 

※ ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）とは、外国語指導助手のことで、学校または教育

委員会に配属され、外国語授業の補助を行う。 

    

        






















